
(57)【要約】

【課題】映像データをサブ画素ごとに独立に補正するこ

とにより、液晶の応答速度の向上と高画質化とを共に実

現する、表示パネルの駆動装置を提供する。

【解決手段】本発明による駆動装置ではメモリが映像デ

ータをフレーム単位で貯蔵する。メモリコントロール部

は現在のフレームの映像データをメモリに貯蔵する一方

、そのメモリから直前のフレームの映像データを読み出

し、現在のフレームの映像データと共に出力する。第１

変換部は、メモリコントロール部から出力された現在の

フレームの映像データを第１サブ映像データ及び第２サ

ブ映像データの対に変換する。第２変換部はメモリコン

トロール部から出力された直前のフレームの映像データ

を第３サブ映像データ及び第４サブ映像データの対に変

換する。第１補償部は第３サブ映像データを利用して第

１サブ映像データを補償する。第２補償部は第４サブ映

像データを利用して第２サブ映像データを補償する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 映 像 デ ー タ を フ レ ー ム 単 位 で 順 次 貯 蔵 す る メ モ リ 、
　 現 在 の フ レ ー ム に 対 応 す る 第 １ 映 像 デ ー タ を 外 部 か ら 入 力 し て 前 記 メ モ リ に 貯 蔵 し 、 前
記 メ モ リ か ら 直 前 の フ レ ー ム に 対 応 す る 第 ２ 映 像 デ ー タ を 読 み 出 し 、 現 在 の フ レ ー ム で 前
記 第 １ 映 像 デ ー タ と 前 記 第 ２ 映 像 デ ー タ と を 出 力 す る メ モ リ コ ン ト ロ ー ル 部 、
　 前 記 メ モ リ コ ン ト ロ ー ル 部 か ら 出 力 さ れ た 前 記 第 １ 映 像 デ ー タ を 入 力 し 、 互 い に 異 な る
階 調 値 を 示 す 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ と 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ と の 対 に 変 換 し て 出 力 す る 第 １ 変
換 部 、
　 前 記 メ モ リ コ ン ト ロ ー ル 部 か ら 出 力 さ れ た 前 記 第 ２ 映 像 デ ー タ を 入 力 し 、 互 い に 異 な る
階 調 値 を 示 す 第 ３ サ ブ 映 像 デ ー タ と 第 ４ サ ブ 映 像 デ ー タ と の 対 に 変 換 し て 出 力 す る 第 ２ 変
換 部 、
　 前 記 第 ３ サ ブ 映 像 デ ー タ を 利 用 し て 前 記 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ を 補 償 し 、 第 １ 補 正 映 像 デ
ー タ と し て 出 力 す る 第 １ 補 償 部 、
　 前 記 第 ４ サ ブ 映 像 デ ー タ を 利 用 し て 前 記 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ を 補 償 し 、 第 ２ 補 正 映 像 デ
ー タ と し て 出 力 す る 第 ２ 補 償 部 、 及 び 、
　 前 記 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ と 前 記 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ と が 出 力 さ れ る タ イ ミ ン グ を 制 御 す
る 出 力 部 、
を 有 す る 、 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ が 前 記 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ よ り 高 い 階 調 値 を 示 し 、
　 前 記 第 ３ サ ブ 映 像 デ ー タ が 前 記 第 ４ サ ブ 映 像 デ ー タ よ り 高 い 階 調 値 を 示 す 、
請 求 項 １ に 記 載 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 映 像 デ ー タ の 示 す 階 調 値 と 電 圧 レ ベ ル と の 間 の 関 係 が 第 １ ガ ン マ 曲 線 で 表 さ れ 、
　 前 記 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ の 示 す 階 調 値 と 電 圧 レ ベ ル と の 間 の 関 係 が 、 前 記 第 １ ガ ン マ 曲
線 と は 異 な る 第 ２ ガ ン マ 曲 線 で 表 さ れ 、
　 前 記 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ の 示 す 階 調 値 と 電 圧 レ ベ ル と の 間 の 関 係 が 、 前 記 第 １ ガ ン マ 曲
線 と 前 記 第 ２ ガ ン マ 曲 線 と の い ず れ と も 異 な る 第 ３ ガ ン マ 曲 線 で 表 さ れ 、
　 同 一 の 階 調 値 で は 、 前 記 第 ２ ガ ン マ 曲 線 、 前 記 第 １ ガ ン マ 曲 線 、 及 び 前 記 第 ３ ガ ン マ 曲
線 の 順 に 高 い 電 圧 レ ベ ル を 示 す 、
請 求 項 ２ に 記 載 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 映 像 デ ー タ が 第 １ 階 調 値 を 示 す と き 、
　 前 記 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ が 、 前 記 第 ２ ガ ン マ 曲 線 上 で 前 記 第 １ 階 調 値 に 対 応 す る 電 圧 レ
ベ ル に 前 記 第 １ ガ ン マ 曲 線 上 で 対 応 す る 第 ２ 階 調 値 、 を 示 し 、
　 前 記 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ が 、 前 記 第 ３ ガ ン マ 曲 線 上 で 前 記 第 １ 階 調 値 に 対 応 す る 電 圧 レ
ベ ル に 前 記 第 １ ガ ン マ 曲 線 上 で 対 応 す る 第 ３ 階 調 値 、 を 示 す 、
請 求 項 ３ に 記 載 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 補 償 部 は 、
　 前 記 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ に 対 応 す る 電 圧 レ ベ ル と 前 記 第 ３ サ ブ 映 像 デ ー タ に 対 応 す る 電
圧 レ ベ ル と の 間 の 差 が 第 １ 基 準 値 以 下 で あ れ ば 、 前 記 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ に 対 応 す る 電 圧
レ ベ ル を 前 記 第 ３ サ ブ 映 像 デ ー タ に 対 応 す る 電 圧 レ ベ ル と 同 一 に し 、
　 前 記 差 が 前 記 第 １ 基 準 値 よ り 大 き け れ ば 、 前 記 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ に 対 応 す る 電 圧 レ ベ
ル を 前 記 第 ３ サ ブ 映 像 デ ー タ に 対 応 す る 電 圧 レ ベ ル よ り 第 １ 補 正 値 だ け 高 く す る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ２ 補 償 部 は 、
　 前 記 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ に 対 応 す る 電 圧 レ ベ ル と 前 記 第 ４ サ ブ 映 像 デ ー タ に 対 応 す る 電
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圧 レ ベ ル と の 間 の 差 が 第 ２ 基 準 値 以 下 で あ れ ば 、 前 記 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ に 対 応 す る 電 圧
レ ベ ル を 前 記 第 ４ サ ブ 映 像 デ ー タ に 対 応 す る 電 圧 レ ベ ル と 同 一 に し 、
　 前 記 差 が 前 記 第 ２ 基 準 値 よ り 大 き け れ ば 、 前 記 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ に 対 応 す る 電 圧 レ ベ
ル を 前 記 第 ４ サ ブ 映 像 デ ー タ に 対 応 す る 電 圧 レ ベ ル よ り 第 ２ 補 正 値 だ け 高 く す る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 出 力 部 が 前 記 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ と 前 記 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ と を 交 互 に 出 力 す る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 映 像 デ ー タ を フ レ ー ム 単 位 で 順 次 貯 蔵 す る メ モ リ 、
　 連 続 す る 二 つ の フ レ ー ム の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 映 像 デ ー タ を 外 部 か ら 入 力 し 、 第 １ 補 正
映 像 デ ー タ と 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ と に 順 番 に 変 換 し て 出 力 す る タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 、
　 外 部 か ら 印 加 さ れ る 電 源 電 圧 に 応 じ て ガ ン マ 基 準 電 圧 を 出 力 す る ガ ン マ 基 準 電 圧 発 生 部
、
　 前 記 ガ ン マ 基 準 電 圧 に 基 づ き 、 第 １ 期 間 で は 前 記 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ を 第 １ デ ー タ 電 圧
に 変 換 し て 出 力 し 、 第 ２ 期 間 で は 前 記 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ を 第 ２ デ ー タ 電 圧 に 変 換 し て 出
力 す る デ ー タ 駆 動 部 、
　 前 記 第 １ 期 間 で は 第 １ ゲ ー ト 信 号 を 出 力 し 、 前 記 第 ２ 期 間 で は 第 ２ ゲ ー ト 信 号 を 出 力 す
る ゲ ー ト 駆 動 部 、 並 び に 、
　 前 記 第 １ ゲ ー ト 信 号 と 前 記 第 １ デ ー タ 電 圧 と が 入 力 さ れ る 第 １ サ ブ 画 素 、 及 び 前 記 第 ２
ゲ ー ト 信 号 と 前 記 第 ２ デ ー タ 電 圧 と が 入 力 さ れ る 第 ２ サ ブ 画 素 、 を そ れ ぞ れ 含 む 複 数 の 画
素 、 を 有 す る 表 示 部 、
を 備 え た 表 示 装 置 で あ り 、
　 前 記 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ が 、
　 現 在 の フ レ ー ム に 対 応 す る 第 １ 映 像 デ ー タ を 外 部 か ら 入 力 し て 前 記 メ モ リ に 貯 蔵 し 、 前
記 メ モ リ に 貯 蔵 さ れ た 直 前 の フ レ ー ム に 対 応 す る 第 ２ 映 像 デ ー タ を 読 み 出 し 、 現 在 の フ レ
ー ム で 前 記 第 １ 映 像 デ ー タ と 前 記 第 ２ 映 像 デ ー タ と を 出 力 す る メ モ リ コ ン ト ロ ー ル 部 、
　 前 記 メ モ リ コ ン ト ロ ー ル 部 か ら 出 力 さ れ た 前 記 第 １ 映 像 デ ー タ を 入 力 し 、 互 い に 異 な る
階 調 値 を 示 す 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ と 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ と の 対 に 変 換 し て 出 力 す る 第 １ 変
換 部 、
　 前 記 メ モ リ コ ン ト ロ ー ル 部 か ら 出 力 さ れ た 前 記 第 ２ 映 像 デ ー タ を 入 力 し 、 互 い に 異 な る
階 調 値 を 示 す 第 ３ サ ブ 映 像 デ ー タ と 第 ４ サ ブ 映 像 デ ー タ と の 対 に 変 換 し て 出 力 す る 第 ２ 変
換 部 、
　 前 記 第 ３ サ ブ 映 像 デ ー タ に 基 づ い て 前 記 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ を 補 償 し 、 前 記 第 １ 補 正 映
像 デ ー タ と し て 出 力 す る 第 １ 補 償 部 、
　 前 記 第 ４ サ ブ 映 像 デ ー タ に 基 づ い て 前 記 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ を 補 償 し 、 前 記 第 ２ 補 正 映
像 デ ー タ と し て 出 力 す る 第 ２ 補 償 部 、 及 び 、
　 前 記 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ と 前 記 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ と が 出 力 さ れ る タ イ ミ ン グ を 制 御 す
る 出 力 部 、
を 有 す る 、 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ が 前 記 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ よ り 高 い 階 調 値 を 示 し 、
　 前 記 第 ３ サ ブ 映 像 デ ー タ が 前 記 第 ４ サ ブ 映 像 デ ー タ よ り 高 い 階 調 値 を 示 す 、
請 求 項 ８ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 表 示 部 が 、
　 １ 水 平 走 査 期 間 の う ち 、 前 記 第 １ サ ブ 画 素 が 駆 動 さ れ る 前 半 に 前 記 第 １ ゲ ー ト 信 号 が 入
力 さ れ る 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン 、
　 １ 水 平 走 査 期 間 の う ち 、 前 記 第 ２ サ ブ 画 素 が 駆 動 さ れ る 後 半 に 前 記 第 ２ ゲ ー ト 信 号 が 入
力 さ れ る 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン 、 及 び 、
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　 １ 水 平 走 査 期 間 の 前 半 に 前 記 第 １ デ ー タ 電 圧 が 入 力 さ れ 、 後 半 に 前 記 第 ２ デ ー タ 電 圧 が
入 力 さ れ る デ ー タ ラ イ ン 、
を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ サ ブ 画 素 が 、
　 前 記 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン と 前 記 デ ー タ ラ イ ン と に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ ゲ ー ト 信 号
に 応 じ て 前 記 第 １ デ ー タ 電 圧 を 出 力 す る 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 、 及 び 、
　 前 記 第 １ デ ー タ 電 圧 を 保 持 す る 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ 、
を 含 み 、
　 前 記 第 ２ サ ブ 画 素 が 、
　 前 記 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン と 前 記 デ ー タ ラ イ ン と に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ ゲ ー ト 信 号
に 応 じ て 前 記 第 ２ デ ー タ 電 圧 を 出 力 す る 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 、 及 び 、
　 前 記 第 ２ デ ー タ 電 圧 を 保 持 す る 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ 、
を 含 む 、
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ デ ー タ 電 圧 が 前 記 第 ２ デ ー タ 電 圧 よ り 高 い 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に そ れ に 搭 載 さ れ る 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 液 晶 表 示 装 置 は 陰 極 線 管 表 示 装 置 と 比 べ 、 薄 型 化 に は 優 れ て い る 反 面 、 広 視 野
角 化 や 側 面 視 認 性 に は 劣 っ て い る 。 液 晶 表 示 装 置 の 更 な る 広 視 野 角 化 を 実 現 さ せ る 技 術 と
し て 、 近 年 例 え ば 、 Ｐ Ｖ Ａ （ Patterned　 Vertical　 Alignment） 、 Ｍ Ｖ Ａ （ Multi－ domai
n　 Vertical　 Alignment） 、 及 び Ｓ － Ｐ Ｖ Ａ （ Super－ Patterned　 Vertical　 Alignment
） が 開 発 さ れ て い る 。 特 に Ｓ － Ｐ Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 各 画 素 が 二 つ の サ ブ 画
素 か ら 成 る 。 一 つ の 画 素 に 対 し て 一 つ の 階 調 が 指 定 さ れ る と き 、 そ の 画 素 に 含 ま れ る 二 つ
の サ ブ 画 素 の そ れ ぞ れ に 対 し て は 互 い に 異 な る 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 そ の 画 素
に は 互 い に 異 な る 輝 度 を 示 す 二 つ の ド メ イ ン が 形 成 さ れ る 。 こ の 時 、 液 晶 表 示 装 置 の 画 面
を 眺 め る 人 の 目 に は そ れ ら 二 つ の ド メ イ ン の 輝 度 の 中 間 値 が 認 識 さ れ る 。 特 に 画 面 の 側 方
で は 中 程 度 の 階 調 以 下 で の ガ ン マ 曲 線 の 歪 み が 補 償 さ れ る 。 そ の 結 果 、 液 晶 表 示 装 置 の 視
野 角 が 拡 が り 、 更 に そ の 側 面 視 認 性 が 向 上 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2001－ 264818号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 、 Ｓ － Ｐ Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 に は 、 液 晶 の 応 答 の 高 速 化 を 目 的 と し て 、 Ｄ Ｃ
Ｃ （ Dynamic　 Capacitance　 Compensation） 方 式 が 採 用 さ れ て い る 。 Ｄ Ｃ Ｃ 方 式 は 、 各 画
素 の 階 調 値 を 、 現 在 の フ レ ー ム で の 目 標 値 と 直 前 の フ レ ー ム で の 階 調 値 と を 考 慮 し て 補 正
す る こ と に よ り 、 液 晶 の 応 答 速 度 を 更 に 高 め て い る 。 従 来 の Ｄ Ｃ Ｃ 方 式 に よ る 表 示 パ ネ ル
の 駆 動 装 置 は 、 外 部 か ら 入 力 さ れ た 各 画 素 に 対 す る 階 調 値 を ま ず 補 正 し 、 そ の 補 正 さ れ た
階 調 値 に 基 づ き 、 各 画 素 に 含 ま れ る 二 つ の サ ブ 画 素 に 対 す る 階 調 値 の 対 を 決 定 す る 。 そ の
場 合 、 同 じ 画 素 に 含 ま れ る 二 つ の サ ブ 画 素 に 対 す る 階 調 値 は 同 様 に 補 正 さ れ て い る 。 し か
し 、 厳 密 に は 、 そ れ ら 二 つ の サ ブ 画 素 の 間 で は 最 適 な 補 正 値 が 異 な る 。 従 っ て 、 ガ ン マ 曲
線 の 歪 み を 更 に 高 精 度 で 補 償 す る こ と が 困 難 で あ る の で 、 従 来 の Ｓ － Ｐ Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶
表 示 装 置 で は 液 晶 の 応 答 速 度 の 更 な る 向 上 や 更 な る 高 画 質 化 が い ず れ も 困 難 で あ る 。
　 本 発 明 の 目 的 は 、 映 像 デ ー タ を サ ブ 画 素 ご と に 独 立 に 補 正 す る こ と に よ り 、 液 晶 の 応 答
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速 度 の 更 な る 向 上 と 更 な る 高 画 質 化 と を 共 に 実 現 可 能 な 駆 動 装 置 、 の 提 供 に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 に よ る 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 は 、 メ モ リ 、 メ モ リ コ ン ト ロ ー ル 部 、 第 １ 変 換 部 、
第 ２ 変 換 部 、 第 １ 補 償 部 、 第 ２ 補 償 部 、 及 び 出 力 部 を 含 む 。 メ モ リ は 映 像 デ ー タ を フ レ ー
ム 単 位 で 順 次 貯 蔵 す る 。 メ モ リ コ ン ト ロ ー ル 部 は 、 現 在 の フ レ ー ム に 対 応 す る 第 １ 映 像 デ
ー タ を 外 部 か ら 入 力 し て メ モ リ に 貯 蔵 し 、 メ モ リ か ら 直 前 の フ レ ー ム に 対 応 す る 第 ２ 映 像
デ ー タ を 読 み 出 し 、 現 在 の フ レ ー ム で 第 １ 映 像 デ ー タ と 第 ２ 映 像 デ ー タ と を 出 力 す る 。 第
１ 変 換 部 は 、 メ モ リ コ ン ト ロ ー ル 部 か ら 出 力 さ れ た 第 １ 映 像 デ ー タ を 入 力 し 、 互 い に 異 な
る 階 調 値 を 示 す 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ と 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ と の 対 に 変 換 し て 出 力 す る 。 第
２ 変 換 部 は 、 メ モ リ コ ン ト ロ ー ル 部 か ら 出 力 さ れ た 第 ２ 映 像 デ ー タ を 入 力 し 、 互 い に 異 な
る 階 調 値 を 示 す 第 ３ サ ブ 映 像 デ ー タ と 第 ４ サ ブ 映 像 デ ー タ と の 対 に 変 換 し て 出 力 す る 。 第
１ 補 償 部 は 、 第 ３ サ ブ 映 像 デ ー タ を 利 用 し て 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ を 補 償 し 、 第 １ 補 正 映 像
デ ー タ と し て 出 力 す る 。 第 ２ 補 償 部 は 、 第 ４ サ ブ 映 像 デ ー タ を 利 用 し て 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー
タ を 補 償 し 、 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ と し て 出 力 す る 。 出 力 部 は 、 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ と 第 ２
補 正 映 像 デ ー タ と が 出 力 さ れ る タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ る 表 示 装 置 は 、 メ モ リ 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 、 ガ ン マ 基 準 電 圧 発 生 部 、
デ ー タ 駆 動 部 、 ゲ ー ト 駆 動 部 、 及 び 表 示 部 を 含 む 。 メ モ リ は 映 像 デ ー タ を フ レ ー ム 単 位 で
順 次 貯 蔵 す る 。 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ は 、 連 続 す る 二 つ の フ レ ー ム の そ れ ぞ れ に 対 応 す
る 映 像 デ ー タ を 外 部 か ら 入 力 し 、 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ と 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ と に 順 番 に 変
換 し て 出 力 す る 。 ガ ン マ 基 準 電 圧 発 生 部 は 、 外 部 か ら 印 加 さ れ る 電 源 電 圧 に 応 じ て ガ ン マ
基 準 電 圧 を 出 力 す る 。 デ ー タ 駆 動 部 は 、 ガ ン マ 基 準 電 圧 に 基 づ き 、 第 １ 期 間 で は 第 １ 補 正
映 像 デ ー タ を 第 １ デ ー タ 電 圧 に 変 換 し て 出 力 し 、 第 ２ 期 間 で は 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ を 第 ２
デ ー タ 電 圧 に 変 換 し て 出 力 す る 。 ゲ ー ト 駆 動 部 は 、 第 １ 期 間 で は 第 １ ゲ ー ト 信 号 を 出 力 し
、 第 ２ 期 間 で は 第 ２ ゲ ー ト 信 号 を 出 力 す る 。 表 示 部 は 複 数 の 画 素 を 有 す る 。 各 画 素 は 、 第
１ ゲ ー ト 信 号 と 第 １ デ ー タ 電 圧 と が 入 力 さ れ る 第 １ サ ブ 画 素 、 及 び 第 ２ ゲ ー ト 信 号 と 第 ２
デ ー タ 電 圧 と が 入 力 さ れ る 第 ２ サ ブ 画 素 、 を 含 む 。 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ は 特 に 、 本 発
明 に よ る 上 記 の 駆 動 装 置 と 同 様 に 構 成 さ れ 、 同 様 に 機 能 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 上 記 の 駆 動 装 置 及 び 表 示 装 置 は 、 外 部 か ら 提 供 さ れ た 映 像 デ ー タ を ま ず 、
各 画 素 に 含 ま れ る 二 つ の サ ブ 画 素 に 対 す る 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ と 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ と の
対 に 変 換 す る 。 そ の 後 、 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ と 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ と を 別 々 に 補 正 し 、 第
１ 補 正 映 像 デ ー タ と 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ と の 対 に 変 換 す る 。 こ の よ う に 、 第 １ サ ブ 映 像 デ
ー タ と 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ と の そ れ ぞ れ が 独 立 に 補 正 さ れ る の で 、 第 １ サ ブ 画 素 と 第 ２ サ
ブ 画 素 と の そ れ ぞ れ に 対 し て 最 適 な 補 正 映 像 デ ー タ が 提 供 さ れ る 。 そ の 結 果 、 ガ ン マ 曲 線
の 歪 み が 更 に 高 精 度 で 補 償 さ れ る の で 、 本 発 明 に よ る 表 示 装 置 で は 従 来 の 表 示 装 置 よ り 、
液 晶 の 応 答 速 度 及 び 画 質 が い ず れ も 更 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ る 上 記 の 駆 動 装 置 及 び 表 示 装 置 で は ま た 、 映 像 デ ー タ が 、 第 １ サ ブ 映 像 デ ー
タ と 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ と の 対 に 変 換 さ れ る 前 に メ モ リ に 貯 蔵 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 本 発
明 に よ る 表 示 装 置 で は 従 来 の 表 示 装 置 と は 異 な り 、 サ ブ 映 像 デ ー タ ご と に メ モ リ を 分 け る
必 要 が な い の で 、 表 示 装 置 に 利 用 さ れ る メ モ リ の 総 数 が 削 減 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 を 参 照 し て 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 形 態 を よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 図 ２ は 図 １ に 示 し
た タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ の 内 部 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 本 発 明
の 一 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 700は 、 表 示 部 100、 ゲ ー ト 駆 動 部 200、 デ ー タ 駆 動 部 300
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、 ガ ン マ 基 準 電 圧 発 生 部 400、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 500、 第 １ メ モ リ 610、 及 び 第 ２ メ
モ リ 620を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 表 示 部 100に は 表 示 パ ネ ル が 含 ま れ 、 表 示 パ ネ ル に は 、 ゲ ー ト 電 圧 が 入 力 さ れ る 多 数 の
ゲ ー ト ラ イ ン GL1～ GL2nと 、 デ ー タ 電 圧 が 入 力 さ れ る 多 数 の デ ー タ ラ イ ン DL1～ DLmと が 具
備 さ れ て い る 。 多 数 の ゲ ー ト ラ イ ン GL1～ GL2nと 多 数 の デ ー タ ラ イ ン DL1～ DLmと に よ っ て
表 示 部 100に は 多 数 の 画 素 領 域 の マ ト リ ッ ク ス が 区 切 ら れ て い る 。 各 画 素 領 域 に は 、 第 １
サ ブ 画 素 111及 び 第 ２ サ ブ 画 素 112か ら 成 る 画 素 110が 具 備 さ れ て い る 。 第 １ サ ブ 画 素 111は
第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Tr1及 び 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ C L C 1 か ら 成 り 、 第 ２ サ ブ 画 素 112は 第 ２
薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Tr2及 び 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ C L C 2 か ら 成 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 200は 、 表 示 部 100に 具 備 さ れ た 多 数 の ゲ ー ト ラ イ ン GL1～ GL2nと 電 気 的 に
接 続 さ れ 、 そ れ ら の ゲ ー ト ラ イ ン GL1～ GL2nに ゲ ー ト 信 号 を 提 供 す る 。 デ ー タ 駆 動 部 300は
、 表 示 部 100に 具 備 さ れ た 多 数 の デ ー タ ラ イ ン DL1～ DLmと 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 そ れ ら の デ
ー タ ラ イ ン DL1～ DLmに 対 し て 第 １ デ ー タ 電 圧 ま た は 第 ２ デ ー タ 電 圧 を 印 加 す る 。 タ イ ミ ン
グ コ ン ト ロ ー ラ 500は 、 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク コ ン ト ロ ー ラ （ 図 １ に は 示 さ れ て い な い ） か
ら 映 像 デ ー タ D－ in及 び 各 種 の 制 御 信 号 O－ CSを 入 力 す る 。 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 500は
、 映 像 デ ー タ D－ inを 補 償 し て 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Hn’ ま た は 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ D－ L
n’ を 出 力 す る 。 ま た 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 500は 、 各 種 の 制 御 信 号 O－ CS（ 例 え ば 、
垂 直 同 期 信 号 、 水 平 同 期 信 号 、 メ イ ン ク ロ ッ ク 、 デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 な ど ） に 基 づ き 、
第 １ 制 御 信 号 CT1、 第 ２ 制 御 信 号 CT2、 及 び 第 ３ 制 御 信 号 CT3を 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 １ 制 御 信 号 CT1は ゲ ー ト 駆 動 部 200の 動 作 を 制 御 す る た め の 信 号 で あ り 、 ゲ ー ト 駆 動 部
200に 提 供 さ れ る 。 第 １ 制 御 信 号 CT1は 、 ゲ ー ト 駆 動 部 200に 動 作 開 始 を 指 示 す る た め の 垂
直 開 始 信 号 、 ゲ ー ト 電 圧 の 出 力 タ イ ミ ン グ を 決 め る た め の ゲ ー ト ク ロ ッ ク 信 号 、 及 び ゲ ー
ト 電 圧 の オ ン パ ル ス 幅 を 決 め る た め の 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 な ど を 含 む 。 ゲ ー ト 駆 動 部 200
は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 500か ら 入 力 し た 第 １ 制 御 信 号 CT1に 応 じ 、 ゲ ー ト 信 号 を 複 数
の ゲ ー ト ラ イ ン GL1～ GL2nに 順 番 に 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ２ 制 御 信 号 CT2は デ ー タ 駆 動 部 300の 動 作 を 制 御 す る た め の 信 号 で あ り 、 デ ー タ 駆 動 部
300に 提 供 さ れ る 。 第 ２ 制 御 信 号 CT2は 、 デ ー タ 駆 動 部 300の 動 作 開 始 を 指 示 す る た め の 水
平 開 始 信 号 、 デ ー タ 電 圧 の 極 性 を 反 転 さ せ る た め の 反 転 信 号 、 及 び デ ー タ 駆 動 部 300か ら
第 １ デ ー タ 電 圧 ま た は 第 ２ デ ー タ 電 圧 が 出 力 さ れ る タ イ ミ ン グ を 決 め る た め の 出 力 指 示 信
号 な ど を 含 む 。 デ ー タ 駆 動 部 300は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 500か ら 入 力 し た 第 ２ 制 御 信
号 CT2に 応 じ 、 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 各 行 に 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Hn’ ま た は 第 ２ 補 正 映 像
デ ー タ D－ Ln'を 交 互 に 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ガ ン マ 基 準 電 圧 発 生 部 400は 外 部 か ら 電 源 電 圧 を 入 力 し 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 500か
ら 入 力 し た 第 ３ 制 御 信 号 CT3に 応 じ て ガ ン マ 基 準 電 圧 V G M M A を 生 成 す る 。 デ ー タ 駆 動 部 300
は 、 ガ ン マ 基 準 電 圧 発 生 部 400か ら 入 力 し た ガ ン マ 基 準 電 圧 V G M M A に 基 づ き 、 第 １ サ ブ 画 素
111を 駆 動 す べ き 第 １ 期 間 で は 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Hn’ を 第 １ デ ー タ 電 圧 に 変 換 し て 出
力 し 、 第 ２ サ ブ 画 素 112を 駆 動 す べ き 第 ２ 期 間 で は 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Ln’ を 第 ２ デ ー
タ 電 圧 に 変 換 し て 出 力 す る 。 こ こ で 、 好 ま し く は 、 第 １ デ ー タ 電 圧 が 第 ２ デ ー タ 電 圧 よ り
高 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 500は 、 変 換 部 510、 第 １ メ モ リ コ
ン ト ロ ー ル 部 520、 第 ２ メ モ リ コ ン ト ロ ー ル 部 530、 第 １ 補 償 部 540、 第 ２ 補 償 部 550、 及 び
出 力 部 560を 含 む 。 変 換 部 510は 外 部 か ら 映 像 デ ー タ D－ inを フ レ ー ム 単 位 で 入 力 し 、 各 フ
レ ー ム の 映 像 デ ー タ D－ inを 、 互 い に 異 な る 階 調 値 を 示 す 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hn及 び 第
２ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Lnの 対 に 変 換 し て 出 力 す る 。 よ り 具 体 的 に は 、 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ D
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－ Hnが 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Lnよ り 高 い 階 調 値 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 １ メ モ リ コ ン ト ロ ー ル 部 520は 、 第 １ メ モ リ 610か ら 、 あ ら か じ め 貯 蔵 さ れ た 直 前 の フ
レ ー ム の 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hn－ 1を 読 み 出 す 。 一 方 、 変 換 部 510か ら 提 供 さ れ た 現 在
の フ レ ー ム の 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hnを 第 １ メ モ リ 610に 貯 蔵 す る 。 第 ２ メ モ リ コ ン ト ロ
ー ル 部 530は 、 第 ２ メ モ リ 620か ら 、 あ ら か じ め 貯 蔵 さ れ た 直 前 の フ レ ー ム の 第 ２ サ ブ 映 像
デ ー タ D－ Ln－ 1を 読 み 出 す 。 一 方 、 変 換 部 510か ら 提 供 さ れ た 現 在 の フ レ ー ム の 第 ２ サ ブ
映 像 デ ー タ D－ Lnを 第 ２ メ モ リ 620に 貯 蔵 す る 。 こ こ で 、 第 １ メ モ リ 610と 第 ２ メ モ リ 620と
は そ れ ぞ れ 、 映 像 デ ー タ を フ レ ー ム 単 位 で 貯 蔵 す る フ レ ー ム メ モ リ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ 補 償 部 540は 、 直 前 の フ レ ー ム の 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hn－ 1に 基 づ い て 現 在 の フ
レ ー ム の 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hnを 補 償 し 、 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Hn’ と し て 出 力 す る
。 特 に 、 直 前 の フ レ ー ム の 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hn－ 1が 対 応 す る 電 圧 レ ベ ル と 、 現 在 の
フ レ ー ム の 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hnが 対 応 す る 電 圧 レ ベ ル と の 間 の 差 が 、 あ ら か じ め 設
定 さ れ た 第 １ 基 準 値 よ り 大 き け れ ば 、 第 １ 補 償 部 540は 、 現 在 の フ レ ー ム の 第 １ サ ブ 映 像
デ ー タ D－ Hnに 、 あ ら か じ め 設 定 さ れ た 第 １ 補 正 値 α 1を 加 え て 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Hn
’ を 生 成 す る 。 一 方 、 上 記 の 差 が 第 １ 基 準 値 以 下 で あ れ ば 、 第 １ 補 償 部 540は 、 現 在 の フ
レ ー ム の 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hnと 同 一 の 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Hn’ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ２ 補 償 部 550は 、 直 前 の フ レ ー ム の 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Ln－ 1に 基 づ い て 現 在 の フ
レ ー ム の 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Lnを 補 償 し 、 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Ln’ と し て 出 力 す る
。 特 に 、 直 前 の フ レ ー ム の 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Ln－ 1が 対 応 す る 電 圧 レ ベ ル と 、 現 在 の
フ レ ー ム の 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Lnが 対 応 す る 電 圧 レ ベ ル と の 間 の 差 が 、 あ ら か じ め 設
定 さ れ た 第 ２ 基 準 値 よ り 大 き け れ ば 、 第 ２ 補 償 部 550は 、 現 在 の フ レ ー ム の 第 ２ サ ブ 映 像
デ ー タ D－ Lnに 、 あ ら か じ め 設 定 さ れ た 第 ２ 補 正 値 α 2を 加 え て 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Ln
’ を 生 成 す る 。 一 方 、 上 記 の 差 が 第 ２ 基 準 値 以 下 で あ れ ば 、 第 ２ 補 償 部 550は 、 現 在 の フ
レ ー ム の 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Lnと 同 一 の 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Ln’ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 出 力 部 560は 、 第 １ 補 償 部 540か ら 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Hn’ を 入 力 し 、 第 ２ 補 償 部 550
か ら 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Ln’ を 入 力 す る 。 出 力 部 560は 更 に 、 第 １ サ ブ 画 素 が 駆 動 さ れ
る べ き 第 １ 期 間 で は 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Hn’ を 出 力 し 、 第 ２ サ ブ 画 素 が 駆 動 さ れ る べ
き 第 ２ 期 間 で は 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Ln’ を 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 で は 、 各 フ レ ー ム の 映 像 デ ー タ D
－ inが ま ず 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hn及 び 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Lnの 対 に 変 換 さ れ 、 そ の
後 に 、 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hn及 び 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Lnの そ れ ぞ れ が 個 別 に 補 償 さ
れ 、 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Hn’ 及 び 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Ln’ の 対 に 変 換 さ れ る 。 従 っ
て 、 第 １ サ ブ 画 素 に 最 適 な 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Hn’ が 提 供 さ れ る と 共 に 、 第 ２ サ ブ 画
素 に 最 適 な 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Ln’ が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ は 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 図 ４ は 図 ３ に 示
さ れ て い る タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ の 内 部 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 尚 、 図 ３ に 示 さ れ て い る 構
成 要 素 の う ち 、 図 １ に 示 さ れ て い る 構 成 要 素 と 同 様 な 構 成 要 素 に 対 し て は 同 一 の 参 照 符 号
を 付 記 し 、 そ れ ら に 対 す る 具 体 的 な 説 明 に つ い て は 、 図 １ に 示 さ れ て い る 構 成 要 素 の 説 明
を 援 用 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 900は 、 表 示 部 1
00、 ゲ ー ト 駆 動 部 200、 デ ー タ 駆 動 部 300、 ガ ン マ 基 準 電 圧 発 生 部 400、 タ イ ミ ン グ コ ン ト
ロ ー ラ 800、 及 び メ モ リ 630を 含 む 。 図 ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ
800は 、 メ モ リ コ ン ト ロ ー ル 部 810、 第 １ 変 換 部 820、 第 ２ 変 換 部 830、 第 １ 補 償 部 840、 第
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２ 補 償 部 850、 及 び 出 力 部 860を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 メ モ リ コ ン ト ロ ー ル 部 810は 、 現 在 の フ レ ー ム に 対 応 す る 映 像 デ ー タ D－ inを 外 部 か ら 入
力 す る 。 メ モ リ コ ン ト ロ ー ル 部 810は 、 メ モ リ 630か ら 、 あ ら か じ め 貯 蔵 さ れ て い る 直 前 の
フ レ ー ム に 対 応 す る 映 像 デ ー タ D－ in－ 1を 読 み 出 す 。 一 方 、 現 在 の フ レ ー ム に 対 応 す る 映
像 デ ー タ D－ inを メ モ リ 630に 貯 蔵 す る 。 そ れ に よ り 、 メ モ リ コ ン ト ロ ー ル 部 810は 各 フ レ
ー ム に つ い て 、 そ の フ レ ー ム の 映 像 デ ー タ D－ inと 直 前 の フ レ ー ム の 映 像 デ ー タ D－ in－ 1
と を 同 時 に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ 変 換 部 820は 、 現 在 の フ レ ー ム の 映 像 デ ー タ D－ inを 入 力 し 、 互 い に 異 な る 階 調 値 を
示 す 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hn及 び 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Lnの 対 に 変 換 し て 出 力 す る 。 よ
り 具 体 的 に は 、 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hnは 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Lnよ り 高 い 階 調 値 を 示
す 。 第 ２ 変 換 部 830は 、 直 前 の フ レ ー ム の 映 像 デ ー タ D－ in－ 1を 入 力 し 、 互 い に 異 な る 階
調 値 を 示 す 第 ３ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hn－ 1及 び 第 ４ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Ln－ 1の 対 に 変 換 し て
出 力 す る 。 よ り 具 体 的 に は 、 第 ３ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hn－ 1は 第 ４ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Ln－ 1
よ り 高 い 階 調 値 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 １ 補 償 部 840は 、 第 ２ 変 換 部 830か ら 入 力 し た 第 ３ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hn－ 1に 基 づ き 、
第 １ 変 換 部 820か ら 入 力 し た 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hnを 補 償 し 、 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ D－ H
n’ と し て 出 力 す る 。 特 に 、 第 ３ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hn－ 1が 対 応 す る 電 圧 レ ベ ル と 、 第 １
サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hnが 対 応 す る 電 圧 レ ベ ル と の 間 の 差 が 第 １ 基 準 値 よ り 大 き け れ ば 、 第
１ 補 償 部 840は 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hnに 第 １ 補 正 値 α 1を 加 え て 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ D－
Hn’ を 生 成 す る 。 一 方 、 上 記 の 差 が 第 １ 基 準 値 以 下 で あ れ ば 、 第 １ 補 償 部 840は 第 １ サ ブ
映 像 デ ー タ D－ Hnと 同 一 の 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Hn’ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 ２ 補 償 部 850は 、 第 ２ 変 換 部 830か ら 入 力 し た 第 ４ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Ln－ 1に 基 づ き 、
第 １ 変 換 部 820か ら 入 力 し た 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Lnを 補 償 し 、 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ D－ L
n’ と し て 出 力 す る 。 特 に 、 第 ４ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Ln－ 1が 対 応 す る 電 圧 レ ベ ル と 、 第 ２
サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Lnが 対 応 す る 電 圧 レ ベ ル と の 間 の 差 が 第 ２ 基 準 値 よ り 大 き け れ ば 、 第
２ 補 償 部 850は 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Lnに 第 ２ 補 正 値 α 2を 加 え て 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ D－
Ln’ を 生 成 す る 。 一 方 、 上 記 の 差 が 第 ２ 基 準 値 以 下 で あ れ ば 、 第 ２ 補 償 部 850は 第 ２ サ ブ
映 像 デ ー タ D－ Lnと 同 一 の 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Ln’ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 出 力 部 860は 、 第 １ 補 償 部 840か ら 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Hn’ を 入 力 し 、 第 ２ 補 償 部 850
か ら 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Ln’ を 入 力 す る 。 出 力 部 860は 更 に 、 第 １ サ ブ 画 素 が 駆 動 さ れ
る べ き 第 １ 期 間 で は 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Hn’ を 出 力 し 、 第 ２ サ ブ 画 素 が 駆 動 さ れ る べ
き 第 ２ 期 間 で は 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Ln’ を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 で は 、 各 フ レ ー ム の 映 像 デ ー タ
D－ inが ま ず 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hn及 び 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Lnの 対 に 変 換 さ れ 、 そ
の 後 に 、 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hn及 び 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Lnの そ れ ぞ れ が 個 別 に 補 償
さ れ 、 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Hn’  及 び 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Ln’ の 対 に 変 換 さ れ る 。
従 っ て 、 第 １ サ ブ 画 素 に 最 適 な 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Hn’ が 提 供 さ れ る と 共 に 、 第 ２ サ
ブ 画 素 に 最 適 な 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Ln’ が 提 供 さ れ る 。 ま た 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー
ラ 800は 映 像 デ ー タ D－ inを 、 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hn及 び 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Lnの 対
に 変 換 す る 前 に 、 ま ず 、 メ モ リ 630に 貯 蔵 す る 。 従 っ て 、 液 晶 表 示 装 置 900で は 、 映 像 デ ー
タ D－ inを フ レ ー ム 単 位 で 順 次 貯 蔵 す る た め の メ モ リ が 一 つ で 十 分 で あ る の で 、 液 晶 表 示
装 置 900に 利 用 さ れ る メ モ リ の 総 数 が 削 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ５ は 、 図 ４ に 示 さ れ て い る 第 １ 補 償 部 の 入 力 信 号 と 出 力 信 号 と を 示 し た グ ラ フ で あ る
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。 図 ６ は 、 図 ４ に 示 さ れ て い る 第 ２ 補 償 部 の 入 力 信 号 と 出 力 信 号 と を 示 し た グ ラ フ で あ る
。 図 ５ 及 び 図 ６ に お い て 、 x軸 は 各 フ レ ー ム の 期 間 を 表 し 、 y軸 は 各 補 償 部 の 出 力 電 圧 の 絶
対 値 Vを 表 す 。 図 ５ に 示 さ れ て い る 第 １ グ ラ フ G1は 第 １ 補 償 部 840（ 図 ４ 参 照 ） に 入 力 さ れ
た 入 力 信 号 を 示 し 、 第 ２ グ ラ フ G2は 第 １ 補 償 部 840か ら 出 力 さ れ た 出 力 信 号 を 示 す 。 図 ６
に 示 さ れ て い る 第 ３ グ ラ フ G3は 第 ２ 補 償 部 850（ 図 ４ 参 照 ） に 入 力 さ れ る 入 力 信 号 を 示 し
、 第 ４ グ ラ フ G4は 第 ２ 補 償 部 850か ら 出 力 さ れ た 出 力 信 号 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 １ グ ラ フ G1が 示 す よ う に 、 第 １ 補 償 部 840に 対 す る 入 力 信 号 の 電 圧 レ ベ ル が 、 n－ 2～ n
－ 1番 目 の フ レ ー ム で は 2Vに 維 持 さ れ 、 n～ n＋ 3番 目 の フ レ ー ム で は 6Vに 維 持 さ れ て い る 。
例 え ば 第 １ 基 準 値 が あ ら か じ め 3Vに 設 定 さ れ て い る 場 合 、 第 ２ グ ラ フ G2が 示 す よ う に 、 n
番 目 の フ レ ー ム の 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hnが 対 応 す る 電 圧 レ ベ ル と 、 n－ 1番 目 の フ レ ー
ム の 第 ３ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hn－ 1が 対 応 す る 電 圧 レ ベ ル と の 間 の 差 4Vが 第 １ 基 準 値 （ 3V）
よ り 大 き い 。 従 っ て 、 第 １ 補 償 部 840は n番 目 の フ レ ー ム で は 、 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hn
よ り 第 １ 補 正 値 （ 例 え ば 0.5V） だ け 高 い 第 １ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Hn’ を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 方 、 第 ３ グ ラ フ G3が 示 す よ う に 、 第 ２ 補 償 部 850に 対 す る 入 力 信 号 の 電 圧 レ ベ ル が 、 n
－ 2～ n－ 1番 目 の フ レ ー ム で は 1Vに 維 持 さ れ 、 n～ n＋ 3番 目 の フ レ ー ム で は 4Vに 維 持 さ れ て
い る 。 例 え ば 第 ２ 基 準 値 が あ ら か じ め 2Vに 設 定 さ れ て い る 場 合 、 第 ４ グ ラ フ G4が 示 す よ う
に 、 n番 目 の フ レ ー ム の 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Lnが 対 応 す る 電 圧 レ ベ ル と 、 n－ 1番 目 の フ
レ ー ム の 第 ４ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Ln－ 1が 対 応 す る 電 圧 レ ベ ル と の 間 の 差 3Vが 第 ２ 基 準 値 （
2V） よ り 大 き い 。 従 っ て 、 第 ２ 補 償 部 850は n番 目 の フ レ ー ム で は 、 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ D
－ Lnよ り 第 ２ 補 正 値 （ 例 え ば 0.5V） だ け 高 い 第 ２ 補 正 映 像 デ ー タ D－ Ln’ を 出 力 す る 。 こ
こ で 、 第 ２ 基 準 値 は 第 １ 基 準 値 と は 独 立 に 設 定 可 能 で あ り 、 第 ２ 補 正 値 は 第 １ 補 正 値 と は
独 立 に 最 適 化 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ７ は 、 図 ３ に 示 さ れ て い る 、 第 １ デ ー タ ラ イ ン 、 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン 、 及 び 第 ２ ゲ ー ト
ラ イ ン の そ れ ぞ れ に 対 し て 印 加 さ れ る 信 号 の 波 形 図 で あ る 。 図 ７ に 示 さ れ て い る よ う に 、
第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1に 対 し て 印 加 さ れ る 第 １ ゲ ー ト 信 号 は 、 １ 水 平 走 査 期 間 （ 1H） の う
ち 、 第 １ サ ブ 画 素 が 駆 動 さ れ る 前 半 （ H／ 2） で ハ イ 状 態 に 維 持 さ れ る 。 一 方 、 第 ２ ゲ ー ト
ラ イ ン GL2に 対 し て 印 加 さ れ る 第 ２ ゲ ー ト 信 号 は 、 １ 水 平 走 査 期 間 （ 1H） の う ち 、 第 ２ サ
ブ 画 素 が 駆 動 さ れ る 後 半 （ H／ 2） で ハ イ 状 態 に 維 持 さ れ る 。 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Tr1は
第 １ ゲ ー ト 信 号 に 応 じ 、 第 １ デ ー タ ラ イ ン DL1に 対 し て 印 加 さ れ た 第 １ デ ー タ 電 圧 V H を 第
１ 液 晶 キ ャ パ シ タ C L C 1 に 出 力 す る 。 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Tr2は 第 ２ ゲ ー ト 信 号 に 応 じ 、
第 １ デ ー タ ラ イ ン DL1に 対 し て 印 加 さ れ た 第 ２ デ ー タ 電 圧 V L を 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ C L C 2 に
出 力 す る 。 こ こ で 、 第 ２ デ ー タ 電 圧 V L は 第 １ デ ー タ 電 圧 V H よ り 低 い 。 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ
C L C 1 に は 第 １ デ ー タ 電 圧 V H が 保 持 さ れ 、 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ C L C 2 に は 第 ２ デ ー タ 電 圧 V L が
保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ８ は 、 映 像 デ ー タ の 示 す 各 画 素 の 階 調 と 、 そ の 画 素 に 含 ま れ る 第 １ サ ブ 画 素 及 び 第 ２
サ ブ 画 素 の そ れ ぞ れ に 対 し て 印 加 さ れ る 電 圧 と の 間 の 関 係 を 示 し た グ ラ フ で あ る 。 図 ８ で
は 、 x軸 は 階 調 値 を 表 し 、 y軸 は 電 圧 レ ベ ル Vを 表 す 。 図 ８ に お い て 、 第 ５ グ ラ フ G5は 映 像
デ ー タ D－ in（ 図 ４ 参 照 ） の 第 １ ガ ン マ 曲 線 を 示 し 、 第 ６ グ ラ フ G6は 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ D
－ Hn（ 図 ４ 参 照 ） の 第 ２ ガ ン マ 曲 線 を 示 し 、 第 ７ グ ラ フ G7は 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Ln（
図 ４ 参 照 ） の 第 ３ ガ ン マ 曲 線 を 示 す 。 図 ８ に 示 さ れ て い る よ う に 、 同 一 の 階 調 値 （ 例 え ば
第 １ 階 調 値 Gray1） に 対 し 、 第 ２ ガ ン マ 曲 線 、 第 １ ガ ン マ 曲 線 、 及 び 第 ３ ガ ン マ 曲 線 の 順
に 電 圧 レ ベ ル が 高 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 映 像 デ ー タ D－ inが 第 １ 階 調 値 Gray1を 示 す 場 合 、 第 １ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Hnの 示 す べ き
階 調 値 が 、 第 １ 階 調 値 Gray1に 第 ２ ガ ン マ 曲 線 G6上 で 対 応 す る 第 １ デ ー タ 電 圧 V H と 第 １ ガ
ン マ 曲 線 G5上 で 対 応 す る 第 ２ 階 調 値 Gray2、 に 設 定 さ れ る （ 図 ８ に 示 さ れ て い る 破 線 の 矢
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印 A1参 照 ） 。 一 方 、 第 ２ サ ブ 映 像 デ ー タ D－ Lnの 示 す べ き 階 調 値 は 、 第 １ 階 調 値 Gray1に 第
３ ガ ン マ 曲 線 G7上 で 対 応 す る 第 ２ デ ー タ 電 圧 V L と 第 １ ガ ン マ 曲 線 G5上 で 対 応 す る 第 ３ 階 調
値 Gray3、 に 設 定 さ れ る （ 図 ８ に 示 さ れ て い る 一 点 鎖 線 の 矢 印 A2参 照 ） 。 従 っ て 、 第 １ サ
ブ 画 素 に 対 し て は 第 １ デ ー タ 電 圧 V H が 印 加 さ れ 、 第 ２ サ ブ 画 素 に 対 し て は 第 ２ デ ー タ 電 圧
V L が 印 加 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 同 じ 画 素 に 含 ま れ る 二 つ の サ ブ 画 素 間 で は 、 階 調 と 輝 度 と
の 間 の 関 係 が 異 な る 。 特 に 、 そ の 画 素 に 対 し て 同 一 の 階 調 が 指 定 さ れ た 場 合 、 第 １ サ ブ 画
素 の 輝 度 は 第 ２ サ ブ 画 素 の 輝 度 よ り 高 い 。 こ の 時 、 液 晶 表 示 パ ネ ル を 眺 め る 人 の 目 に は 、
第 １ デ ー タ 電 圧 V H に 対 応 す る 輝 度 と 第 ２ デ ー タ 電 圧 V L に 対 応 す る 輝 度 と の 中 間 値 が 認 識 さ
れ る 。 そ の 結 果 、 特 に 液 晶 表 示 パ ネ ル の 側 方 で は 、 中 程 度 の 階 調 以 下 で の ガ ン マ 曲 線 の 歪
曲 が 補 償 さ れ る 。 こ う し て 、 視 野 角 が 更 に 拡 大 さ れ 、 か つ 側 面 視 認 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ９ は 、 図 １ に 示 さ れ て い る 表 示 部 に 含 ま れ る 一 つ の 画 素 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 １ ０
は 、 図 ９ に 示 さ れ て い る 切 断 線 Ｉ － Ｉ ’ に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。 図 ９ 及 び 図 １ ０ に 示 さ れ
て い る よ う に 、 表 示 部 100（ 図 ３ 参 照 ） は 液 晶 表 示 パ ネ ル を 含 む 。 そ の 液 晶 表 示 パ ネ ル は
、 互 い に 向 か い 合 う ア レ イ 基 板 120と カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 130、 及 び ア レ イ 基 板 120と カ ラ
ー フ ィ ル タ 基 板 130と の 間 に 挟 ま れ て い る 液 晶 層 140か ら 成 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ア レ イ 基 板 120の 第 １ ベ ー ス 121で は 、 第 １ 方 向 D1に 延 び て い る 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1と
第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2、 及 び 第 １ 方 向 D1と 直 交 す る 第 ２ 方 向 D2に 延 び て い る 第 １ デ ー タ ラ
イ ン DL1に よ り 、 各 画 素 領 域 が 区 切 ら れ て い る 。 各 画 素 領 域 に は 、 第 １ サ ブ 画 素 と 第 ２ サ
ブ 画 素 と か ら 成 る 画 素 が 具 備 さ れ て い る 。 特 に ア レ イ 基 板 120で は 、 第 １ サ ブ 画 素 が 第 １
薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Tr1及 び （ 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ C L C 1 の 第 １ 電 極 で あ る ） 第 １ 画 素 電 極 PE1
を 含 み 、 第 ２ サ ブ 画 素 が 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TR2及 び （ 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ C L C 2 の 第 １
電 極 で あ る ） 第 ２ 画 素 電 極 PE2を 含 む 。 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Tr1の ゲ ー ト 電 極 は 第 １ ゲ ー
ト ラ イ ン GL1か ら 分 岐 さ れ て い る 。 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Tr2の ゲ ー ト 電 極 は 第 ２ ゲ ー ト ラ
イ ン GL2か ら 分 岐 さ れ て い る 。 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Tr1及 び 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Tr2の
各 ソ ー ス 電 極 は い ず れ も 、 第 １ デ ー タ ラ イ ン DL1か ら 分 岐 さ れ て い る 。 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ Tr1の ド レ イ ン 電 極 は 第 １ 画 素 電 極 PE1に 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Tr2
の ド レ イ ン 電 極 は 第 ２ 画 素 電 極 PE2に 接 続 さ れ て い る 。 図 １ ０ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ア
レ イ 基 板 120は 更 に 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 121、 保 護 膜 122、 及 び 有 機 絶 縁 膜 123を 、 第 １ 画 素 電 極
PE1及 び 第 ２ 画 素 電 極 PE2の 下 に 備 え 、 そ れ ら の 膜 で 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1及 び 第 ２ ゲ ー ト
ラ イ ン GL2を カ バ ー し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 130で は 、 第 ２ ベ ー ス 131の 上 に 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 132、 カ ラ
ー フ ィ ル タ 層 133、 及 び 共 通 電 極 134が 形 成 さ れ て い る 。 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 132は 、 第
１ ゲ ー ト ラ イ ン GL1及 び 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2が 形 成 さ れ た 領 域 を 含 む 非 有 効 表 示 領 域 に 形
成 さ れ 、 そ の 領 域 か ら の 漏 れ 光 を 防 止 す る 。 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 133は 画 素 ご と に 、 レ ッ ド
、 グ リ ー ン 、 及 び ブ ル ー の い ず れ か の 色 素 を 含 み 、 液 晶 層 140を 通 過 し た 光 を 画 素 ご と に
、 上 記 三 色 の い ず れ か の 色 光 に 選 別 す る 。 共 通 電 極 134は カ ラ ー フ ィ ル タ 層 133の 上 に 形 成
さ れ 、 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ C L C 1 及 び 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ C L C 2 の 各 第 ２ 電 極 と し て 利 用 さ れ
る 。 共 通 電 極 134で は 特 に 、 第 １ 画 素 電 極 PE1の 中 央 部 と 対 向 す る 部 分 が 除 去 さ れ 、 第 １ 開
口 部 OP1が 形 成 さ れ て い る 。 同 様 に 、 第 ２ 画 素 電 極 PE2の 中 央 部 と 対 向 す る 部 分 が 除 去 さ れ
、 第 ２ 開 口 部 OP2が 形 成 さ れ て い る 。 そ の 結 果 、 各 画 素 領 域 の 液 晶 層 140に は 、 液 晶 分 子 14
1の 配 向 方 向 が 互 い に 異 な る 8個 の ド メ イ ン が 形 成 さ れ る 。 各 画 素 領 域 が そ れ ら 8個 の ド メ
イ ン に 分 割 さ れ る こ と に よ り 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の 視 野 角 が 更 に 拡 大 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 説 明 し た 。 し か し 、 当 業 者 は 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載
さ れ て い る 本 発 明 の 思 想 及 び 目 的 か ら 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 本 発 明 の 上 記 の 実 施 形 態 を 多 様
に 修 正 し 、 及 び 変 更 で き る で あ ろ う 。 従 っ て 、 そ れ ら の 修 正 や 変 更 も 当 然 に 、 本 発 明 の 技
術 的 範 囲 に 属 す る と 解 さ れ る べ き で あ る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 図 １ に 示 さ れ て い る タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ の 内 部 ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 さ れ て い る タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ の 内 部 ブ ロ ッ ク 図
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 さ れ て い る 第 １ 補 償 部 の 入 力 信 号 と 出 力 信 号 と を 示 す グ ラ フ
【 図 ６ 】 図 ４ に 示 さ れ て い る 第 ２ 補 償 部 の 入 力 信 号 と 出 力 信 号 と を 示 す グ ラ フ
【 図 ７ 】 図 ３ に 示 さ れ て い る 、 第 １ デ ー タ ラ イ ン 、 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン 、 及 び 第 ２ ゲ ー ト ラ
イ ン の そ れ ぞ れ に 対 し て 印 加 さ れ る 信 号 の 波 形 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 、 映 像 デ ー タ の 示 す 各 画 素 の 階 調
値 と 、 そ の 画 素 に 含 ま れ る 第 １ サ ブ 画 素 及 び 第 ２ サ ブ 画 素 の そ れ ぞ れ に 対 し て 印 加 さ れ る
電 圧 と の 間 の 関 係 を 示 し た グ ラ フ
【 図 ９ 】 図 １ に 示 さ れ て い る 表 示 部 に 含 ま れ る 一 つ の 画 素 の 平 面 図
【 図 １ ０ 】 図 ９ に 示 さ れ て い る 切 断 線 Ｉ － Ｉ ’ に 沿 っ た 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 100　 表 示 部
　 200　 ゲ ー ト 駆 動 部
　 300　 デ ー タ 駆 動 部
　 400　 ガ ン マ 基 準 電 圧 発 生 部
　 500　 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ
　 510　 変 換 部
　 520　 第 １ メ モ リ コ ン ト ロ ー ル 部
　 530　 第 ２ メ モ リ コ ン ト ロ ー ル 部
　 560　 出 力 部
　 540　 第 １ 補 償 部
　 550　 第 ２ 補 償 部
　 610　 第 １ メ モ リ
　 620　 第 ２ メ モ リ
　 700　 液 晶 表 示 装 置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(12) JP 2007-286585 A 2007.11.1



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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